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非線形光学に立脚したトポロジカル THz 光の波生 

トポロジカルな波面構造を有する光波の代表として，連続的な螺旋波面を有する光渦が挙げられ

る。1992 年 Allen[1]らは，光渦が螺旋波面に由来する軌道角運動量を有することを理論的に報告し

た。これまでに，円筒座標系の近軸固有解であるラゲール・ガウスビームをはじめ，高次ベッセルビ

ームなど，多くの光渦が報告され，超解像顕微鏡，光マニピュレーション，量子光学などへの応用が

提案されている。われわれは，金属・半導体を対象に，光渦照射によるキラルな質量移動の誘導に成

功してきた[2-4]。近年では，光渦によるレーザー誘起前方転写[5]，結晶構造のキラリティー制御[6]
についても実現してきた。このほか光渦の軌道角運動量は，多重極プラズモンや磁気スキルミオン

などの準粒子を物質中に誘起することが知られており，円偏光ガウスビームではこれらの現象を誘

導することは決してできない。 
テラヘルツ領域は，分子や分子群の大振幅振動をはじめとした様々な物理現象の舞台である。テ

ラヘルツ領域におけるトポロジカル光波は物性研究において，可視域と同様，あるいは，それ以上

に重要な役割を担う可能性があると，われわれは考えている。 
本講演では，開発したツルピカ-SPP[7]，高次ベッセルビームを発生させるツルピカ・アキシコン

レンズ[8]，テラヘルツ光渦を用いた超解像イメージング[9]の原理実証に加え，周波数可変テラヘル

ツ・トポロジカル光源[10]についても紹介する予定である。 
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